
評価項目 職員評価 関係者評価　　　　　　　　関係者からのコメント関係者からのコメント　　　集計・まとめ　4月　

Ⅰ知育の推進 授業の充実と ① ① ・ 平行授業で一部習熟度にしたり、補講期間や特別講座を設けたり、 ◇ 早い段階からの難関大学合格を目指す指導を期待している。

難関大学進学に ② ② A  18.9% 現実的な対応を行い、工夫があった。 A      0% ◇ 職業講話は自分の知らない職種の魅力を知る機会にもなるので

向け啓発 ③ ③ B  55.1% ◇ 中高一貫の各教科ごとのカリキュラムを共有し実行したい。内進生の B  87.5% 医療系だけでなく様々な分野に広げられるとよいと思う。

④ C    4.3% 割合も増えるので必要。 C      0% ◇ 自分の目標を持ち３年間充実できている。成績の格差をなくす

④ D  21.7% ▲ 現状を良しとしてしまう一部の（中間層の）生徒の指導に手間取ることも。 D  12.5% ために個別対応もしていく必要がある。

⑤ 下位層への個別対応も継続したい。

⑤ ◇ 難関大学合格を目指すため、前半３年間に何か必要か考え、学習の

⑥ 設計をする努力を続けてほしい。

⑥ ▲ 授業時数に偏りが見られる。

▲ 中学の学習の定着度を確実に上げ、高校部進学させてほしい。

◇ 内進生の大学進学実績を全体に示してほしい。

外部模試等で ① ① ◇ 指標に出ない下位層の育成も課題です。 ・ 外部模試は生徒の学力を測る上で大切。

学力把握 A  17.4% ◇ レベルアップするのに個々に具体的に何が必要か考えさせる指導を A  12.5% ・ 英検については上を目指してチャレンジする流れがある。

B  58.0% 根気強く継続してほしい。何のためにレベルアップするのか目的を考え B    75% ◇ 保護者へも外部模試の結果についてその後の進路への結びつき

在籍 C    4.3% させたい。 C      0% に関連させて説明し（これまでの中高一貫生のデータなどを含め）、

J3  58名 D  20.3% ▲ 学力把握と情報の共有（全学年間、教科担当間）がばらついている。 D  12.5% 啓発することが必要。

J2  72名 事後の対応も常に考えていかなければならない。 ・ ベネッセ対策、英検取得等目標を持って３年間充実していた。

J1  74名 ◇ 内進生は高校卒業時全員２級以上合格を目指したい（中学時代に

何が必要なのか）.。

② ▲ 全学年で三分の一の生徒が全く理解していないというデータでは。

とことん勉強させるべき。

▲ 教科担当に結果の報告がありません・・・。

・ 英検の成果は良いと思う。

② ・ J1の英検４級取得向上は今後のステップアップにつながるとても 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇◇◇

③ 良い傾向です。

・ 準2級合格者が増加している。上位生徒を伸ばすことができている。

③

④

生きる力や総合力を ① ① ◇ 自己のふり返りを徹底させ、個人間の差を少しでも埋められるように ◇ 学校行事や諸活動を通して、自立する事を学んでほしい。

はぐくむ活動の設定 A  16.0% 促したい。 A  12.5% そのために読書も必要。

B  50.7% ・ 定期的にＨＰや親宛てに行事のことに関する情報をアップしているので B    75% ・ レポートにまとめたり、体験を発表する機会が多くあり、

C    4.3% わかりやすい。 C      0% 大学入試に役立つよう結び付けられている。

② ② D  29.0% ・ ＨＲに掲示してある行事のレポートが見やすくてよい。 D  12.5% ・ 読書興味をもっておこなわれていた。又修学旅行のプレゼンも

◇ 総合力を育む研究を今後も続けていかなければならない。 しっかり発表できていたと思う。

▲ 朝読書の読書ノートは担任がチェックしたい。

◇ 中高6年間を一貫したテーマで取り組めるテーマを見つけたい。

③ 問題発見→工夫→解決の過程を記録しておき、大学入試の際の

志望理由書や自己推薦文に役立てたい。

③ ・ 修学旅行の成果のまとめをＧＷで取り組み、プレゼン等にまとめた。

・ 体験学習の発表で見える化が行われている。

 J3     9月②  58以上- 10%    48以上-  38%    42以上-  26% 　

　　【J３    準２級    ３０%    ３級   ６４ %  】

　　【J２       ３級    ４１%    ４級    ５１%  】

　　【J１       ４級    ４１%    ５級   ４９ %  】

学習・体験活動とその目標成果の整理・広報・

見える化・発表等の総合力育成の場を設定

行事ごとの一斉指導　手立ての引き継ぎ

実行委員会を組織した委員会・生徒活動

各試験結果受取後の一斉学級／学年指導

情報や目標の共有（中学部・高等部・教科担当）

実行委員会と委員会の系統・目標・活動の見える化

成果のアウトプットと共有

及び一斉指導

発達段階や興味を踏まえ、朝読書を奨励する。

読書ノートを導入、振り返りを促進　【１２冊／年】

がある。

効果的な指導方法について検討し、深めていきたい。

理学療法士・作業療法士、薬剤師を招き、啓発の機会とした。生徒の反応は良い。

国：クリティカルシンキング、英：イングリッシュディスカバー等の活用により

論理的思考力の涵養について一層力を入れた。

                  6月①　2級- 1%　 準2級-   4%　   3級- 25%　4級- 33%    5級-25%

J3　指標に関して今年度も概ね目標を達成したが、個々にみていくと多少

　上位層の育成に課題が残った。中位層の安定拡大が目立つ。

 J1     1月③  58以上- 18%    48以上-  32%    42以上-  31% 　

ベネッセテスト・英検・実力確認テスト等の結果について情報を共有し、事前指導・

事後指導の改善に活かした。

行事計画を見直すことによって授業時数の改善を行った。

英検受験

　年度末（２月）の時点

学力推移結果受取後の学級／学年指導

情報や目標の共有（中学部・高等部・教科担当）

授業時数や計画、副教材の見直し

ベネッセ学力推移調査三科目受験と事後指導

 J1  　58以上- 10%   48以上- 35%   42以上- 35%　

 J2  　58以上- 15%   48以上- 35%   42以上- 30%　

全国偏差値

 J3  　58以上- 15%   48以上- 35%   42以上- 30%　

Ｊ３：目標進路の学力水準達成70%以上　五科目

Ｊ２：基礎基本問題の習熟と確認　　　　　 三科目

実力確認テスト（明誠高校入試）受験

国・数・英等で発展学習実施

国・数・英等で反復学習実施（復習・演習）

補習補強の柔軟な実施

進路指導・講演等進路啓発指導を高校部職員、

諸テストの事前指導において演習の内容を調整工夫し、地道に実力向上を図った。

学習環境を向上させた。

７月と３月(コロナ中止）に進路課長講演を、６月と１２月に職業講話を実施（全学年）。

副教材を適宜組み合わせ、反復に時間を確保することに留意した。

必要に応じ指名補習を実施。職員間の連携に注意しながらに取り組んだ。

専門家・ＯＢにより実施

経営方針 （１）「自律的な精神」、「思考力と創造的な知性と技量」、「自然愛や人間愛を大切にする豊かな情操」を培う。

（２）「日本人としての美徳を育て、実践的な社会性を養うとともに、国際化・情報化社会のフロントランナーとして、社会貢献できるフェアなリーダーとしての資質を培う。

本年度重点目標 Ⅰ知育の推進　　　Ⅱ　徳育の充実　　　Ⅲ　健康な身体の育成　　　Ⅳ　豊かな生活の追及　　　Ⅴ　家庭地域との連携　　　Ⅵ　生徒募集　　　Ⅶ　教育施設設備の活用　

重点目標 具体的な方策または項目を評価する具体的な指標 令和０１年度の実施状況 　　　　職員からのコメント　◇：提言　　▲：改善　　集計・まとめ　3/26

令和０１年度　藤枝明誠中学校　学校評価の指標　　　　　　　　　　　　　　　（期末）　　　　　　　　　　　　　　　（評価の基準　A：十分に実践されている　B：ある程度実践されている　C：不十分　D：わからない）　　　Ｒ０１．３月

行事後のレポートや自己分析表の作成を継続的に指導した。

通年系統的な指導になってきた。行事のねらいに照らし合わせて

自己の実践力にどう変化があったか客観視させていきたい。

中学行事を主な活動の場とした。活動内容が限定的で、パターン化

個人の取り組みに差がまだ目立つ。読書自体の面白さについて

理解させるため、啓発指導を一斉に行ってみる価値がありそうだ。

読書ノート指導については担任サイドで行うことになった。

教育目標 「学園は教える者と、教えられる者とが、相互の信頼によって生かされる精神的な共同体である。」という理念の下、知・徳・体を錬成し、調和ある人間像を確立する。

        　4月①  58以上- 13%    48以上-  30%    42以上-  18%　　

　指標に概ね到達しているが、引き続きボトムアップにも取り組みたい。

　　　学習不十分な点が浮き彫りにされる。啓発を行い、弱点補強の動機づけ　

　

        　4月①  58以上- 15%    48以上-  20%    42以上-  34%　　

 J2     1月③  58以上- 17%    48以上-  32%    42以上-  34% 　

          9月②  58以上- 14%    48以上-  36%    42以上-  23% 　

J2(72名)    1月③　2級- 3%　 準2級- 11%　   3級- 43%   4級- 31%    5級-12% 

                10月②　2級- 1%　 準2級-   7%　   3級- 21%　4級- 42%    5級-22%

　　指標に到達したが、4級から3級・3級から準2級へのレベルアップを

　　手だてを講じながらより計画的に推進していきたい。

J1(74名)                2級- 0%   準2級-   5%      3級- 15%  4級- 43%    5級-27% 

　　特に4級の取得率が向上した。功を焦らず着実に取り組ませていきたい。

        　4月①  58以上-   3%    48以上-  32%    42以上-  34%　　

　上位層も拡大した。ボトムアップにも十分に注意したい。

          9月②  58以上- 15%    48以上-  28%    42以上-  33% 　

　　　ついて夏休み前から具体的に早めに手を打っていきたい。

　　　を行いつつ、おのおの次年度好スタートを切れるように準備させていきたい。

　　　取り組みの成果が表れていた。上位層の目的的な育成とボトムアップに

J2　指標に関して基本的な設問に関してはまずまず解答しており、学習の　　

J3(58名)     1月③　2級- 9%　 準2級- 26%　  3級- 45%   4級- 16%   5級- 2%

                 10月②　2級- 5%　 準2級- 19%　  3級- 53%   4級- 17%   5級- 7%                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              %

　　指標については4級から3級への向上に課題が残ったが、実際には概ね

　　好成績である。準2級の取得率が特に目立った。

                   6月①　2級- 2%　 準2級- 11%    3級- 52%   4級- 18%   5級-11%                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               　

している。主体的な活動を確保し、お互いの活動を客観的に見る

機会がほしい。手取り足取りの指導の部分については工夫の余地



日本文化理解と ① ① ◇：提言　　▲：改善 ・ 教育現場で日本文化を理解することの大切さや国際人としての

国際教養養成 J1 A  30.4% ・ Ｊ2について台風による見学地変更があったが、校外学習の様子から A    25% 教養を身につけることの必要性が理解されていて安心する。

（総合学習） J2 B  43.5% しっかりと成長していることがわかる。 B  62.5% ・ 校外学習が多く取り組まれておりよいと思う。

J3 C    1.4% ・ 年齢に応じた行事が盛り込まれ実施されている。 C      0% ・ 学年ごとの体験が充実している。

D  24.6% ・ 校外学習で勉強することは生徒にとって良い刺激となる。 D  12.5% 

② ・ 継続的に努力していることがわかる。

▲ 国際教養について十分ではない。

◇ リニアで問題になっている大井川右岸（県西部）左岸（島田・藤枝）の

畑薙ダム→川口発電所→分水所→大井川水路橋→小水力発電所等

② の見学も良いと思う。

③

③

④

④

⑤

⑤

Ⅱ徳育の充実 基本的生活習慣の ① ① ◇ 教室の日頃の使い方、清掃と両方指導していかなければならない。 ・ 徳育は充実されていると思います。

確立 A  39.1% 今一歩の教室もあるので職員全体で意識してもらいたい。全体は A      0% ◇ 内進生の誇りを培ってほしい。挨拶がもっとできるとよい。

B  42.0% 崩れることなくよい。 B  87.5% ▲ 朝ぎりぎりの登校もあり、家庭でも余裕ある行動を努めさせたい。

C    7.2% ▲ 清掃指導については担当の目が届かないところで中学生が真面目に C      0% ◇ 挨拶は内進生も手本になる様に指導を継続したい。

② ② D  11.6% やっていない。中高全体で指導をしていきたい。 D  12.5% ◇ 掃除の仕方等について共通理解し、手本を示したい。

▲ 指導遅刻者に関しては8時の時点でかなり見られる日もあった。継続

して指導していく必要がある。

③ ・ 中学部職員全員でマナー・学習態度等について指導点を共有して 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇◇◇

取り組んでいる。

③ ▲ 挨拶が数年前に比べ全くできていない。明誠の１番の強みだからこそ

中学が一番できている必要がある。

④ ④ ・ 中学女子が挨拶をできるようになった。

◇ 内進生は外進生にとって一番身近な手本となるよう指導していきたい。

▲ 言動や日常の学習姿勢について悪い点もあり、決して油断しては

⑤ ⑤ ならないと思います。

特設道徳の充実と ① ① ・ 様々な道徳活動で生徒の内面が成長していると思う。良好な人間 ◇ 自転車のルール無視・一時停止・並列進行などについて継続的に

行動化 A  26.1% 関係が築かれている（築く努力をしている）と思う。 指導してほしい。

B  40.1% ・ SNSについては中学生と高校生の違いをふまえ、中学生により強い ・ ヘルメット着用は徹底されていると思う。

② C    4.3% ◇ 道路での標識は守る。特に一旦停止は必ず守るよう指導して

② D  29.0% ・ メタ認知・アンガーマネジメントの講話を昨年度に引き続き実施。 注意してほしい。

◇ 携帯電話についての講演を継続的におこなってほしい。

③ ③ ▲ キャリア教育の機会を増やしてほしい。

◇

④ 思う。 A      0%

④ B    75%

C  12.5%

⑤ D  12.5% 

⑥

⑤

⑦

⑥

⑧

⑦

⑧

     つ いて考察させようとした。

Ｊ1～J3 6月と12月に医療講話実施。

4月全体道徳を校長講話の形で実施した。題目「中学生に期待すること」

本校の生徒として期待される意志の力の涵養や他者とのかかわり方・

学ぶべき点・競い合うべき点などの諸点について学んだ。

一斉道徳の機会は減少したが、集会をコンスタントに行い啓発指導した。

J1　科学

J2　医療・企業

寺社宿泊研修、企業探訪、地域・大都市探訪

自然体験、富士山学習、地域社会調べ・探訪

日本文化理解行事実施【２回／年】

情報交換し一斉指導の手立てを共有する

身だしなみと挨拶の指導

校風検査【１回／月】

校風委員による挨拶運動

TPOに合わせた所作・マナー・学習態度等を

発達段階をふまえて指導検証する

私物貴重品管理・整理整頓・清掃指導の徹底

J1　4月御殿場宿泊研修、10月盲導犬の里富士ハーネス・

　　　富士山世界遺産センター

寺社・精神文化調べ、企業研修、地域・古都研修

講演や交流会の実施・研究

成果や伸長について情報発信

禅寺の活用

交通安全教室実施

J3　医療・企業・郷土

J1～Ｊ3

善行を躊躇わず実践できる正直で強い生徒を育成していきたいと

もう少し工夫があってもいい。

ワークシートの活用が進み、考え議論する道徳が徐々に展開された。

定例部会での情報共有や通信・懇談会・面談を通して、適宜情報発信が

7月NTTドコモ、12月LINEより講師を招き、ネットワークやＳＮＳの利便性や

行われた。

５月交通安全教室を実施し、レクチャーを受けた。上級生が主体的に

ロールモデルを示し、全体の意識高揚を図った。

行事後の自己分析を欠かさず行い、以後の生活に繋がるようにした。

各集会や行事の運行を通して主体性と行動力の向上を図った。また、

概ね良好な状況が維持できたが、私物を机上に出しっぱなしにしたまま

余地がある。机上に教科書類を出しっぱなしのまま、更衣するなど。

後期に入り徐々に欠席等目立たなくなっていった。

特に後期に入り、集会の頻度を増やし、近況の共有と反省を促した。

帰宅する者が少し増えた。体育の移動教室時の整理整頓に改善の

4月にＪ２可睡斎研修実施。学園スピリットの一端を実地研修した。

動禅の精神とと学校生活を結び付ける指導が欠かせない。

学びを積み重ねることができた。

ＴＴ授業及びスピーチ指導（英検二次対策含む）によりアウトプット力の向上を

J2　4月可睡斎宿泊研修、10月ＪＩＣＡ・豊洲市場・日本新聞博物館・

　　　江戸東京博物館・三菱みなとみらい技術館

J3　4月ふじのくに地球環境史ミュージアム

      焼津市防災対策センター「しえーる」、10月関西修学旅行

9月にJ2対象オータムキャンプ事前指導の一環として、海洋講演を実施した。

計画的に推進した。リーディングの授業との相乗効果が出た。

英会話授業【週１回】とアウトプット実践

危険性について、わかり易い講義を通して学んだ。

年間行事の調整の影響で恒例の清掃活動は未実施となった。

各学年の春秋の主要行事と合わせ概ねバランスし、多角的重層的に

トラブルの未然防止がタイムリーに行われ、問題の芽を摘む指導が

行われた。また、招聘講師によるアサーショントレーニング、

アンガーマネジメント、心理講話を受けたことにより、人間関係の理解力や

対応力を向上させた。生徒の反応は毎回前向きで良好であった。

本校理念の浸透、一斉道徳講話実施

【複数回／年】

「いじめ」皆無の指導　　【調査3回／年】

情報端末使用時の人権問題啓発指導

道徳教科書ノートを年間計画で使用

ボランティアの実施

学習の記録を振り返り、共有する

交通安全委員呼びかけ

交通マナーの指導と実践

　講演実施と集会等で啓発指導

自律性と社会性を培う場を設定し

実践力行動力向上を図る

生徒が内容をよく覚えていてよい影響が出ている。募金活動等でささやかながら貢献し、協働の精神について考えた。

国内外の観点から海洋立国の諸点について学んだ。

欠席・遅刻・早退の減少　

基本的生活習慣の維持

前期の日常指導に若干バラつきが見られ、後期に修整を要した。

限定的だが指導遅刻は断続的に見られるので注意したい。

4月の全体集会で生徒のロールモデルを示し、基本の理解を促した。

今年度も継続。本校の諸ルールの意味と目的の理解をさらに促進したい。

月例校風検査は男女別、別担当で今年度も実施。流れが出来てきた。

是々非々の指導差が生じないように注意したい。

制限があることを機会あることに考えさせてきた。

基本的生活習慣近況について情報発信

打合せ、定例中学部会（週・月）等にて

日本文化・国際教養講話／講演実施

      発達段階に応じて興味や探求心の拡大と深化を図った。

      郷土の枠を超え、探求心を成長させ、改めて郷土と自分自身に



個の尊重と主体性の ① ① ◇：提言　　▲：改善 ・ 今後も生徒を熱心に指導してほしい。

醸成 A  26.1% ・ KJQは生徒理解に有効だった。 A      0% ・ 内進の生徒はのびのびとしていて担任の先生も密に接している。

② B  44.9% ・ 中学部は定例会議を行っており、風通しがよい。対応が早い。 B  87.5% 生徒は恵まれた環境にあると思う。

② C       0% ◇ 教科会と中学部の連絡をもっと密にしていきたい。 C      0%

③ D  29.0% ・ 「生徒理解研修会」で生徒の様子と指導状況がよく伝わってきた。 D  12.5% 

③ ▲ 「生徒理解研修会」の資料から、生徒の成長点・良い点についての

④ コメントがなくなり、情報不足になった。長所も知りたいです。

⑤ ・ KJQの導入により生徒の良い点に目を向けた指導が少しずつできる

④ ようになってきた。スクールライフのコメント等に担当がよく取り組んで

いる。

⑥ ・ 先生方が愛情豊かで、生徒たちは恵まれていると思います。

⑤

⑥

Ⅲ健康な体の 団体行事の用意 ① ① ・ 部活動の参加が高く、実績を出している部もある。 ◇ 社会人となってから武道を学ぶことはなかなかできない。

育成 （団体行動や行事 A  36.2% ・ 部活動への所属は人間教育の上で中学生の頃にはとても重用。 A      0% 学生時少しでも武道に関わってほしい。

運営の基本も学習） B  43.5% ▲ 武道の時間をもっと増やすべき。浸透できていない。 B  87.5% ・ 女子生徒の武道の取り組みはよいと思う。

② C    1.4% ・ 部活動も高等部の生徒に交じりながら積極的に取り組めている。 C      0% ◇ 中学の部活動所属を推進してほしい。

② D  18.8% ・ スポーツを通してコミュニケーションすることを学ぶことも大切。 D  12.5% ・ スポーツを通して中学部の団結を感じる。子供たちも生き生きと

◇ ダンスデイの運営の仕方について再検証したらどうか。 していた。

◇ 団体行事を通して健康な体をつくることによって、高等部の生活で

③ 様々な点で馬力が出せるようになる。進学や部活の実績にも

③ つながる。

④ ④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇◇◇

⑤

⑤

⑥

⑥　

「保健だより」の活用 ①

 

①

Ⅳ豊かな生活の 特別活動や課外活動 ① ① ◇ 青藍祭については、生徒数の増加に伴い、どのような形で参加する ・ 青藍祭の充実は生徒、保護者、卒業生、地域に対して良い影響を

追及 の準備と充実 A  30.4% か検討が必要。 A  12.5% 与えていると思います。

B  44.9% ・ 行事を通してクラスの団結力が向上したり、人との関わり方について B    75% ◇ 生徒数も増えたので高校生のおまけの様な青藍祭でなく、

② C    1.4% 学び、成長していく。 C      0% １・２年生にも活躍の場を与えてほしい。

② D  23.2% ◇ 行事や集団行動のチャンスは兎にも角にもたいへんでも活かしたい。 D  12.5% ・ 青藍祭の行動は年々頼もしく感じる。何よりみんなで協力する

これらの活動から得た力（見えない力も含む）が、後々大きなエンジン 姿勢が子供自身に芽生えてきている事をうれしく思った。

になる。 ▲ 中学と高校の関わり方がうすいと思う。内進生・外進生も高校に

③ 行くとはっきりわかれている。もっとつながりをもってほしい。

③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥

⑦

⑦

の向上に役立った。一方、J2・J1の活動に関して工夫が必要である。

ねらいの理解と浸透について十分に手だてを考えていきたい。

生徒の動静の都合上12/21（土）より再変更し、12月18日平日

実施したが、見学者数は例年同様100名前後で推移した。

チーム数を調整し運行に配慮し、功を奏した。

演技・表現の内容には課題が残る。ねらいを改めて確認したい。

参加率97%

各種団体の文芸コンテストに参加

想像力を発揮し、自他の理解を深め、お互いに

事後指導の振り返りにおいてよく留意し、行事間や学年間のつながりを

栃山川周回コース２周継続。延期することなく予定通り実施できた。

男子は柔道、女子は剣道の指導を実施した。

チームスピリットや下級生の挑戦心を涵養している。

日常の職員間のコミュニケーションの風通しの良さが向上した。

模擬店・アトラクション(J3)、展示（J2・J1）の活動パターンを踏襲した。

模擬店の運営に関しては一定の成果が出やすく、集団育成や社会性

プレゼンや議論を活かし、コミュニケーション

啓発内容の理解促進と発展的考察を図る

青藍祭に、部・学年・学級で参加

展示物には価値観教育への成果を記す

展望させる。

自身の思考力や発想力に資する体験

学習を行う。事前事後指導の充実。

　【ＭＤ内に設定】

実践力やボランティア精神を磨く場とする

フィールドワーク　【２回／年】、芸術鑑賞

キャリア教育の一斉の年間的取り組み

【月次・週　定例部会実施】

生活帳の熟読とコメント【隔月提出率確認】

個別指導には、養護・カウンセラー・

生徒課等チームの活用

身心の持久力育成

【全職員で実施】

ＫＪＱの実施と評価の活用

中学生生徒理解研修会　　

随時良い点や現れをフィートバック、全体で共有

情報交換で個の把握

スポーツデイ実施　【参加率95%以上、 ２回／年】

計画的定期的な活用が行われ、指導の精度が向上した。

ガイダンスや会議により活用方法の職員の習熟度も向上した。

熟読とコメント記入がよく維持されており、波及効果も大きい。

提出率は概ね良いが、しばしば下がることも見受けられる。

必要に応じて外部組織の知見を参考にして、生徒指導に対応した。

定型フォームに行動のあらわれを記入し、情報の共有に努めた。

情報や指導方法について共有し、職員同士の連携を高めた。

年度後半に入り若手職員の経験値も向上した。

加入率： J11: 73%, J12: 100%, J21: 95%,  J22: 89%, J31: 87%

ワークシート活用の流れが整ってきた。ねらいと内容の面で学年ごとに

バラバラにならないように系統化が進んだ。

自己有用感・自尊感情や他者の理解力導き出す仕掛けを工夫し、

参加するコンテストが定番化した。またコンスタントに入選している。

定期的な配布と啓発に留まった。

　　　　　　J32: 86%    全体：88%

自分の学びをどう活用するのか、事前事後指導時によく考えさせること

によって、応用力の伸長にも配慮していきたい。

さらに深く意識させ、物事を洞察したり展望させたりしていきたい。

レポートの内容が伝聞に終始することが少なくないので、もう一歩突っ込んで

ＭＤの年間計画を主要行事に前後してより明確にすることにより、

年間的取り組みを効果的に行いたい。職業講話の活かし方につ

いて検討したい。

４月・１０月の主要行事中の実地研修・検証にあたる。発達段階に応じた

主題に応じて実施時期と学年行事を設けている。事前指導のガイダンスや

発表・展示の際、知識としての学びのコピーに終始する例も少なくない。

達成感の獲得や有用感の醸成を意識した取り組みにしたい。

チームスピリットやスクールカラーを涵養する好機として参加している。

担任による面談指導等も根気強く丁寧に行われた。

定期的な情報交換により、生徒指導のレベルを確保した。

長縄跳びは１クラスが目標達成。

全体出走率：93%　　欠席／見学:14名

全体参加率： 7月  96%,  3月 （コロナ中止）,　基本的に良い。

3月はサッカー・バスケットのリーグ戦が中止となり大変残念であった。

今年度も概ねしっかりと完走できた。見学生徒のマナーも良かった。

前期において女子はミニ運動会を行い、学級ごとに競い合った。

【耐寒持久走会参加率92%以上】

【長縄跳び30回以上】   【行進評価80%以上】

部活動奨励　【参加率85%以上】

武道奨励

時数の確保(前期・後期)

ねらいの理解と浸透

自尊感情や自己有用感に繋がるヒントを得る。

「他者の～を～考えるようになった。」などといった到達点を表現させるよう

力や創意工夫する力、思考力を上げる。

行事や活動のまとめと発表・展示

考えさせていきたい。

本校の生徒として実践力を導き出す努力を継続していきたい。

レポートの際の自己分析が何よりも大事な点。「自分は～するようになった。」

混成集団をつくり、他者への理解を深め、

ねらいと学びを振り返り、次の行事（節目）に向け

学習集団の向上（行事・授業等活用）

学び合う仲間であることを自覚する。

自分の長所・短所について行事ごとに振り返り、

他者の作品を鑑賞する機会を設け、集団育成にも繋げたい。

また、集団の力を自覚理解する。

体育大会の活用

ダンスデイ実施



指導に注力していきたい。



Ⅴ家庭・地域との 対話の増加 ① ① ◇：提言　　▲：改善 ◇ 生徒の増加もあるが、特に保護者としてはコミュニケーションに

連携 A  33.3% ・ コミュニケーションの機会は十分に確保されていると思う。 A  12.5% 関して期待したい。

② B  30.4% ・ 保護者とのやりとりは密であり、文書の配布も多くしているので良い B  62.5% ◇ 高校に繋げていく指導に期待したい。

② C  1.4%% と思う。 C      0% ・ 行事や発表会の保護者の参加も多く、学校内の様子を理解して

③ D  34.8% ◇ ある意味生徒は保護者の分身であり、また保護者は自分の子供 D    25% いただける。

に対して愛情以上のものをもっていることもよくある。親子とのコミュ ・ 先生方とのコミュニケーションは図れていた。子供も十分とは

③ ニケーションの際十分に意識していくべきだと思う。 言えないが学校での出来事を話してくれる。

④

④

広報活動の充実 ① ① ・ 学年通信は学年間で連絡をとり、計画的に発行できた。 ・ オープンキャンパスの参加人数に募集が比例するとも言われる。

A  33.3% ・ 行事をオープンにしていることにより、保護者も安心できる。 A     50% 益々の充実を期待している。

② B  33.3% B  37.5% ・ 広報活動も十分に活用できた。子どもの学校での生活を

② C    1.4% C       0% 観ることができ安心できる。

D  31.9% D  12.5% ・ オープンキャンパスの目標達成はすばらしい。長く続くことを

③ ③ 期待します。

④ ④

Ⅵ生徒募集 渉外活動の充実 ① ① ・ 状況の変化に応じた募集活動を行っている。 ◇ オープンテストの問題作成負担について検討してみては。

A  39.1% ・ オープンテストがよい指標となっている。 A    50% ・ 中学受験を希望し、入学する生徒が増えてきている。

② B  33.3% ・ オープンテスト受験者のうち入学試験を受験する生徒の割合が B  37.5% ・ 渉外活動に感謝します。

C    2.9% 増えた。個々への対応がこれからも必要。 C      0% ◇ 丁寧な説明・実績・明誠のPR等継続してほしい。

③ D  24.6% ・ 入学生の質が少しずつ上がってきている。 D  12.5% ◇ 中高一貫の良さを見てもらえるように工夫してほしい。

▲ 突出した学力の生徒がいなくなった。

▲ 難関大を目指すための中高一貫校であることを機会あるごとに

④ 必ず強調すべき。志の高い生徒が減ったのではないか。

◇ 中高一貫の特色が形で分かるようにしていくことが生徒募集に必要。

・ 十分な活動が行われている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇◇◇

◇ 定期演奏会の招待は数も多いのでパンフレットを配るだけでなく、

ＶＴＲを流す。吹奏楽部以外の中学生に制服姿で何事かのパフォー

マンスをさせる等のことをしてもよいのでは。

② ▲ オープンテストの問題作成が大変。回数を減らすか外注を検討

すべき。負担を減らすべきである。

・ 説明会が多いので、生徒も多く入学してきている。

レット・学園祭／体験学習案内・通学バス案内・通学費補助案内等配布。 ・ 丁寧な説明会を何度も行っている。

③

活動を開始し、またＤＭを送付。実施２週間前にはＰＲを概ね済ませていた。

④

Ⅶ教育施設・ 快適な教育環境の ① ① ・ ロッカーの使い方の工夫を共通して取り組むことができた。 ◇ コロナ対策についても検討をお願いしたい。

設備の活用 実現 A  31.9% ・ 自転車通学時のヘルメット着用が定着してきた。 A      0% ◇ 今年度はコロナ対策で臨時休校となり、学習への不安も増すと

B  33.3% ◇ 教室内はいつもまずまず片付いていると思う。 B    75% 思う。生徒にタブレット端末を配布し、オンライン学校が行える

C  10.1% 雑巾かけや流し等の様子は日によって違うと思う。 C  12.5% 中高一貫校が県内にあることを知った。私立である明誠も新た

② ② D  24.6% ◇ 津波や洪水を想定した訓練も必要だと思う。 D  12.5% な課題が見えていると思う。

・ 指導が定着している。 ▲ 喫煙エリアの遵守徹底ではなく、校内禁煙を推進してほしい。

③ 受動喫煙を防止するためにも、喫煙場所が校内にあるのは

③ 不安。生徒はよく見ている。教育者として喫煙を自粛してもらえ

④ ないだろうか。

④ ・ 防災訓練だけは毎年必ず実施してほしい。

9月全校校長防災講話実施、教室内避難訓練及びワークシート学習

に取り組んだ。

・4・5年説明会            8月(25) , 10月(20),  2月(40)　

参加を適宜促した。一定以上の参加者を集めている。

・4・5年体験学習会　　部活体験は実施せず

・入試　一次　94 ：単74　併20　　二次  4：単4                         前年比114%

　募集定員70名になり２年目、71名入学予定。男子単願が増加した。

　【参加率２回で100%】

オープンキャンパスでのアンケート実施

各種行事の活用

　体験学習会等で減少傾向が見られたが、状況分析しつつ補強活動に

参加率はほぼ目標を達成。

（文化祭等）

ダンスデイ、体験学習など開放。通知を二週間以上前に配布し、

駐輪場管理【朝巡回／日】

に関する保護者への連絡手段として活用した。

A3版体験学習会用自家製ポスターを校内外で掲示推進した。

　　　　　　　　　　　　　　　理科  8月(27),  2月(42) コロナ影響あり　前年比64%

小学校訪問約90校 　5月（学園祭前）・7月（夏面談前）・2月(学習会前)

の３回を基本として訪問した。

志榛・小笠・静岡地区の有名／個人塾を訪問。学校案内・入試行事リーフ

学園祭や定期演奏会に合わせて学校訪問し、ポスター・リーフを配布しつつ

ＰＲした。また、名簿を活用し同時期にＤＭも送付し相乗効果を狙った。

４・５年対象の10月英語/2月理科体験学習会については、ひと月前より訪問

入試行事年間予定リーフレットに加え、各種リーフ（講習会・オープンテスト・

体験学習会・通学補助支給）をひと月以上前から送付配布した。

　　　　　　　　　　　　　　　英語10月(32)　　　　　　　　　　　　　　　     前年比74%

　注力し、後半・土壇場で盛り返しに成功した。

説明会や講習会・オープンテスト等実施

小学校や塾への渉外活動

子供安全連絡網の活用

・説明会　6/15 (50)世帯,　7/6 (55),　8/4 (62),　9/14 (50), 10/12(中止)　

　11/16(82),  掛川 ・静岡実施せず,　                         　　　　    前年比96%

・講習会　　9月 (42)名 1日のみ,　10月台風で中止,    　　　　    前年比76% 　

・オープン①8月(73)、②9月(71),  ③11月(90)             　　　　    前年比85%

　リーフレット等の事前申し込みDMと℡で積極勧誘。講習会・オープン・

朝登校時副担任が輪番で巡回し、施錠確認・駐輪方法・整備状況などに

若干注意を要する。放課後の過ごし方の指導について例年より

年度当初に集会にて、ロッカー・駐輪場等使い方を実演した。

概ね例年通り一定の成果を確保したが、ねらいの理解について

教室内外整理整頓、施錠管理、

電源管理の徹底、　目的の理解

【放課後巡回　複数回／日】

手間取った。放課後の巡回は継続している。　

ついて確認指導した。駐輪設備の施工により駐輪場の整頓が標準化された。

ただし駐輪の仕方について注意と指導が必要である。

HR・集会時啓発指導を行い、また、放課後巡回時適宜啓発注意とチェック

を行った。教室内の壁の破損が若干発生した。

4月全校避難訓練実施。迅速にグランド整列点呼報告完了。

設備・備品の保全【放課後巡回　複数回／日】

防災教育と訓練の実施　【２回／年】

特に10月～12月の荒天対応・3月のコロナ対応等、行事予定変更

プンキャンパス中希望面談、11月～2月個別面談による進級指導等実施。

中学部だよりの発行　

学年通信の発行【６回以上／年】

行事関係文書配布【２週間以上前】

内進高校生の情報も含め生徒の良い点の発信

中学部だよりの活用

アンケート内の各意見に対し適切に対応した。

リーフレット作成

行事や発表会の開放

４月新年度個別面談①、７月夏休み三者面談、１１月個別面談②、６・１１月オー

時節の学校活動の目標・計画と近況を紹介し学校理解に努めた。

について丁寧にわかり易く説明してもらい、目的の確認と意識高揚に役立てた。

各行事2週間以上前に通知を配布。気になる事柄については教員間で対策を

予め検討し、保護者と適時コミュニケーションをとるように努めた。

6月地区別懇談会（交通安全対策・夏期の準備）、2月学級／学年懇談会（進級

準備）。　参加率概ね達成。　有用な情報を共有する機会となった。

7月と3月（コロナ中止）に全学年対象に進路講演会実施。進学の基本や現状

面談の奨励（希望面談も用意）【4回／年】

保護者会等実施　【複数回で参加率100%】

子供の現れの連絡（けが・病気含む）




